









A Study of KAWAKAMI Otojiro in Taiwan,
“Taiwan Oni Taiji ”, “Othello”, “Seiban Tobatu”
INOUE Yoshie
Abstract
KAWAKAMI  Otojiro  In  Taiwan
KAwakami Otojiro has given three Taiwanese plays.
One is “Taiwan oni taiji”in 1896, the others are“Othello”in 1903, and“Seiban tobatu”in 1911.  
I will make these plays explained in this paper.
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本が、清国から台湾と澎湖島を割譲されたのは一八九五年であった。正確に言えば日本は、 日清講和条約調印前に澎湖島を占領しているのだが・ ・ ・ ・。この年から日本統治が始まり、一九四五年の太平洋戦争の敗北ま この島を支配する。台湾島民は割譲に反対したが清国は聞き入れなかったのる。そして激しい抗 運動 この前後から始まる。川上音二郎 台湾を題材にした芝居（演劇）はこの日本統治 いう状況下に誕生する。　
日本以前にもこの島は長い間、他国の支配下に置かれていた。一六二四













陸から渡ってきた民族が大勢いた。いわゆる先住民族（原住民族）だ。彼らは「高山族」と「平埔 」と言う呼び名で、 「漢人」 よって区分されていた。先住民族は実はもっと多 存在していたが便宜的に山にすむ人々と平地に住む人々とに分けられたようだ 厳密に言えばこの区分は誤りで
あったらしい。さらに清朝政府はこの先住民族に自分たちに都合のいいように三つの名称をつける。これは統治するための分け方だった。 「生蕃」 「熟蕃」 「化蕃」がそれで、 政府の「教化を受けた」 （ 「漢化した」 ）者たちと「服従して納税する 者たちを「熟蕃」と呼び、そうでない者たちを「生蕃と呼んだ。その中間にいる存在を「化蕃」と位置付けた。 「蕃」は先住民族を表す語として充て のである。これは野蛮に通じ、未開の他民族 意味する語であった。島全体が占領され そこに住む人々もこのような形で差別化されながら長い間生きていくことになる。しかも日本が統治するようになっても、この言説は生き いた。この呼び名が後に触れる川上演劇に登場することに る。川上音二郎は台湾新演劇の祖といわれ、台湾の現代劇に大き 影響を与えたが、差別的な状況をそ まま取り込んで時流に棹指す芝居を上演し いたのである それが迎合かあるいは叛旗 、見ていかなければなら い。　
小論では、川上音二郎が台湾、及び澎湖島を舞台にして上演した「台湾





めて舞台にあげたのは一八九六年二月である。その名も「台湾鬼退治」 （東京浅草座初演が二月二七日から、京都常盤座再演が四月一〇日から、その後大阪でも上演された可能性が高い）で、台湾人を鬼にたとえて日本 軍人が退治するという戦争劇を想像させるタイトルだ これは二番目物とし
日本統治で生まれた川上の演劇
　　










取って「壮絶快絶日清戦争」 （東京浅草座一八九四年八月三一日～一〇月七日） を上演、 どの劇団よりも早くに戦争芝居で大きな成功と人気を得て、新演劇の名 あげた。もちろんこれは実際の戦地を知らずに作っている。もともと実録物で出発している川上 リアルさに執着し、それが売物でもあったと推測されるが、公演後願い出て自ら戦地 朝鮮半島に出向く。帰国後すぐ 「川上音二郎戦地見聞日記」 （市村座
　
同年一二月） を舞台に上げ、
これにも成功、翌年には「威海衛陥落」を歌舞伎座 一八九五年五月）で上演するという驚くほど 活躍ぶりであった。新演劇の俳優が、歌舞伎のために建てられた歌舞伎座の舞台を踏んだと う明治演劇はじまって以来のこの出来事は、歌舞伎の看板役者市川団十郎を激怒させるという逸話を残した。　
こうした一連の川上の足跡を見れば先を読むことに長けた川上が、戦争





























あるが梨園叢話の担当者が際物の「台湾鬼退治」より時代物「堀川夜討」の筋書きを連載したのは、新演劇が時代物を上演するということで、この方が客の興味を引くと見たのだと思われる おそらく「台湾鬼退治」はあげ本を警察に提出していて筋の詳細 公表されていなかったのだろう。さらに深読みすれば、川上が新作 筋を初日前に公表したくなかった、 もいえる。おそらくこれ 当たっ いるかもしれな 。　
実はこのとき、日本軍は台湾の鎮圧にはほとほと手を焼いていた。一月




のは、 二年後児玉源太郎と後藤新平が台湾に渡ってからであった。 したがってこのあとも当時の新聞を見れば分かるように台湾への出兵と討伐は明治の終わりまでずっと続いている。つまり川上の「台湾鬼退治」はそうした政府の対策が上手く行かず激戦が続く中で初演されていたのである。次に引く〈梨園叢話〉には近衛師団の見物予定が記述されている。これは川上がどのような形で匪徒対策に苦しんで 日本軍を描出するのかを確認するために見にきたと考えてよ 、そ 舞台 軍を否定している場合には上演許可を取り消すことも考慮していたと推測される。これまでも川上はそうした状況に何度も陥っ いたし、上演禁止もされていたからだ。　「梨園叢話
　　
浅草座は予定の如く昨日正午より開場したるに壮士役者






崎町にはじめて建築した西洋風の劇場―川上座の開場に関するニュースと、川上と料亭の娘との間に子ができたという〈川上 落しだね〉騒動の記事が新聞を賑わし いたからだと推測される。萬朝報も都新聞もそのゴシップ記事を数多く掲載している。 上は新聞・雑誌の報道にかなり重きを置いていた 人類で、好意的な批評は大歓迎、悪評もゴシップも当人にとっては迷惑どころか全て芝居の宣伝――広報活動にな と考えていたようだ。この辺りも他に抜きん出た彼の近代的な新しさであっ 。　





 二番目台湾鬼退治は、川上一座得意の出物なりといふ、 （略）川上丈の扮せる佐藤大尉が営中に於て、下僚に向ひ相語るに、大切なる軍刀を手遊にする様な不体裁 なさゞるべし、俳優の資格なき彼等に向ひ
て、技のいかんを兎かういふは実に無益の業なり。 （略）二番目狂言の山は、佐藤大尉が単騎蕃窟に入りて、帰順せしめんとするに在るべし。然るに大尉が蕃族 説く所の趣意、果してその当を得たるや、否や予は大にその然らざるを認む、いかに軍人なればとて、剽悍な 蕃族を説くに、猛然として恐喝するが如き を以てせば、いかでこれに服すべき、さなきだに疑ひ深き蕃族 かへりて反抗心を生ずべし。少し心ある者は彼等を説くに恐喝を以てせず、わが
　
天皇陛下の仁政
にして徳澤の汎 ことを示し、清国の虐政を脱して、陛下の臣民 なるは、暗夜を出て旭日を迎ふるに均し。然れども若しこの寛仁 る皇軍に抵抗せば、わが精鋭なる軍隊は立ろに圧殺 べし、と剛柔相済すの手段にあらざれば、到底彼等を服せ むる能はざる事を知るべし、（以下略）
　
この評でおおよその舞台が想像される。評者は台湾島民の抗日運動の激
しさを知らないようだ。過去の時代のぬるま湯に浸っている住民なのだろう。歌舞伎の批評家は露骨に天皇制について触れることはしない。それゆえこの評者は歌舞伎批評の専門家ではないかもしれない。川上は舞台上で「匪徒」を帰順させるためにかなり威圧的な態度をとっていたことがこの批評から分かるが、かりに 者 指摘のように天皇の威光を出したところで帰順するはずはない。それは川上で くとも当 の状況に明 ければ分かったはずだ。むしろ川上にはそうした権威を殊更敬う舞台 作る気持ちはなかったと見 。川上は権力や権威を利用はしたが、そこへ 恭順 示したことはなかったからである。現実 日本の軍隊はかなり激し 攻撃している。したがってこれを見にきた近衛連隊は、この評者 よ な舞台をみたらむしろ真実 ら遠いと感じたであろう。たとえ川上の舞台が絵空事であっ も日本軍が勇ましく「匪徒」を帰順させている と 希望と安堵の念 抱いたと推測される。 そ ゆえ 侯爵邸に呼ばれて上演したのだ。　
この芝居は、翌年の一二月まで各地で再演されていた。それは引き続き










明治座一九〇三年二月初演）だ。これは二度 わたる海外巡業から帰国した川上が、 音楽の入らない、 いわゆるストレートプレイの正劇を主張していってみれば演劇界に大上段に切り込んだ公演といってもいい。これに付いては触れなければならないことが多く、単なる台湾関連では片が着かない。いわば川上演劇の鍵になるからだ。正劇とは何 、この時代に川上は何故正劇を主張したのかに始まり、日本版「オセロ」の 本分析、劇評検討、観客の反応、その後 演劇界の状況、演劇史の位置付け等々、明らかにしなければならないことが山積みされている それに 与えられた紙幅が不足する。 「オセロ」のみの別稿を用意し ければならないと考えている。したがってここでは、 が「オセロ」で何故 キプロス島 変わりに台湾を舞台にしたのか、初めて 川上の渡台は如何な 意味をもつか、の二点に絞って見 きた 。　
もともとシェークスピアの作品でも、キプロス島はそれほど重要な意味

















原因であったようだ。小山正太郎と浅井忠が考案し 装置は樹木の茂った島でシナ風の匂欄がある装置であった。ところが川上が 湾へ行ったことのある人に聞けば、澎湖島は樹木など茂って ない岩場 あると言う。それで実際に見に行く事になったのである。　「海賊島
　
川上音二郎の探検」 （六回連載）には、この島の名の由来、 「土










素養がないから音楽のない物を選んだと述べている。歌舞伎が音楽入りであることを思えば、これも先の と同様 位置付けることが可能だれらの一文 川上の手になるものか、ゴーストライターが存在した か、それについては詳らかではな 。が、文字 読み、弁の立つ男と言われた川上であるから、おそらく彼自身 言説と見ていいだろう。　
こうして川上は日本ヴァージョンの「オセロ」を舞台に上げた。二月











上の渡台について大阪朝日新聞や大阪毎日新聞を調査したが記事はなかった。台湾巡業 帰国して「生蕃討伐」を仕組んで 、こ 上演に関する記事を幾つか見 け ので台湾巡業にふれた後で記したい　
川上一座は基隆から台湾 上陸し、台北、台中、 南、嘉義、を巡業、











も公演を持つ予定だとある。一一日からは「ボンドマン」第三回替り外題として広告が載り、さらに一四日に御伽芝居「浮かれ胡弓」を朝日座の昼の時間を利用して児童生徒に無料で観劇させる記事も載る（五月一〇日号） 。五月一四日で朝日座の公演は終了予定であったようだが、好評のため四日間日延べになる （五月一四日号） 。日延べの公演演目は、 「児島高徳」「玉手箱」 「唖旅行」 （五月一五日号） 。　
台北を後にして、台中の台中座で開場するのが五月二三日、大入りで
二五日まで日延べされる。演目は朝日座と同じだ。ここで川上は病気になる（五月二四日号） 。が、 予定通りの行程で五月二六 台南公演四日間、六月一日、二日の嘉義公演を終えて六月 に信濃丸で帰阪する。川上は備後三郎を演じた後、舞台で倒れ、翌日の演目を「椿姫」 替えたと言う記事も見られる（六月四日号） 五月二四 台中で倒れ、温泉治療をしていたらしいが、無理な行程が持病を重くしていたの ろう れが結局川上の命取りになるのである。六月 日の信濃丸には 川上一座に加えて、留学する林家の子息や新渡戸稲造博士などもいたらしい。川上一座の楽団の演奏もあり、しかも近年にない見送り人の数で大層賑やかであったと報じられてい （六月六日号） 。　
六月六日号の「演芸界」蘭に「川上は高松同仁社主と今回の関係を機と



















半開演」 （七月一日号） 出た。 それ しては関連記事や批評の出 が遅い。　
実はこの日、角座の文芸協会の「ハムレット」も初日であった。角座は
四時半開演、川上一座は二時間後だ。新しい演劇運動を じめた坪内逍遥の文芸協会の来阪は一つの事件であったようだ。 たがっ 翌日から新聞は文芸協会の 「ハムレット」 で紙面 占められ 。朝日は、 角座の入りを 「早稲田の交友や有らゆる関係者の熱心な運動に駆り催されて来た多種多様見物は初日ながら 分以上の入りを占めた大阪芝居の初日として まづ成功の中である」 （７月三日号）と伝えている。毎日にい っ は三頁も ハムレット」 関連記事を載せている。坪内博士主宰の 「文士劇開演中の角座」のチケット二百枚をご来店の方に無料で進呈するという広告をクラブ化粧品本店は出す（大阪毎日七月三日号） 。大阪毎日には「わ 劇檀 為に」という菊池幽芳 連載が始まり、 新しい演劇とは何かが問 れだしている文芸協会公演の影響だろう。　
こうした大阪の状況で川上一座の記事や劇評が載るのは遅くなったと推













「台湾鬼退治」とは異なり、生蕃に対して同情心を持っていることがわずかだがわかる。生蕃討伐というよりも大尉の嫉妬心を利用して悪意が生み出す事件と見たほうがいい作品であるが、台湾の現実 知った川上が、 「時宜に」 なう生蕃討伐を全面否定するわけにもいかず、しかし肯定して無残に倒すのも賛同できず、良心的な少尉とそれ 応える誠意ある生蕃たちというように表現せざるを得なかったのは、消極的ながら現実を知った川上の想いであったとみてもいい 大阪毎日にも朝日に 、毎日のように台湾征伐の記事が載る がこの時の現実であるからだ。　
同時期に今ひとつ大きな話題があった。それは露西亜からの観光団であ






































が残されていないため 把握できないが、批評から可能な限り川上の世界を検討することができた。川上音二郎は「生蕃討伐」公演後に若くして鬼籍に入る。一種のアイデアマンであった川上 この後、新しく台頭する演劇学者たちと手を組ん 芝居をする に っ らどんな破天荒劇的世界が開かれたかと推測する。それはとても興味深 ものであったろう　
時代の転換を強く感じたのは、 「生蕃討伐」公演と文芸協会の「ハムレッ

















 歌舞伎座の入場料を下げた は、 歌舞伎に対する川上の一種の謙譲の表れであったのかもしれな
注４
　



























二〇〇八年』 ） を林氏から頂戴した。石論文では英文サマリーで理解したかぎり、台湾語の台湾日日新報が引かれていて、川上の台湾訪問と「オセロ」に付いて記述されているようだ。ただ、使用言語が中国語であるため、わたくしが引く台湾日日新報の「談話」と同一内容 どうかは明らか はないし 論文の内容も現在までのところ理解できない段階である。
注７
　
 『歌舞伎』 （三十四号）には鈴木の名が明記され、すぐに川上の「オセロ」に関する弁になる。鈴木 文章はないから、おそらく鈴木が取材して話を聞いたのではないだろうか
注８
　
 日本演劇学会二〇〇五年全国大会「演劇史再考」で、国立台北芸術大学の邱坤良教授が「植民地時代台湾における日本 」について特別講演をした（中国語） 。このとき初めて川上が台湾に巡業で行っていたこと 知った。通訳つき発表であったが、台湾現代演劇への影響が主軸 話で、この時点では巡業の詳細を理解することは なかった。今回の調査で、わたくしは台湾日日新報を閲覧することにより詳細を把握すること できた。
注９
　
 台湾日日新報には、一九一一年五月四日から六月六日ま 川上の台湾巡業に関する記事が載 。誌面も日によって異なり、続き物であったり、単発記事であったりする。演目、上演評、動向などが載った。今回の川上の行程を見る 、当時本土から台湾への舟は基隆に到着していたよう なると２章に記した川上のはじめての渡台も基隆 入港した 考え い と思われる。注６参照。
注
10　
 「帝國座の七月興行は近来流行の現代趣味などというハネカツた所をサラリと捨て夏場だけに煙火にでも譬へさうなパッと華かで涼しげ 狂言を選み、その上本統の馬を使つて舞台を縦横に乗回 といふ放れ業のお景物まで添へて居（略） 「生蕃討伐」は淡白で面白い▲篠崎譲といふ少尉が生蕃を帰順させる為蕃社へ行き漸く功を収めんとしたのを暗愚な隊長の子の軍曹と浅慮 隊長の妻に誤られて罪に堕ち己に処刑に処せられんとした 義侠な隘勇 蕃社で救ふた少女と改心した大尉の妻とに救われ七社 生蕃が帰順して目出度く市 栄えるといふ筋▲この座の特色として道具 組立が頗る巧く 本兵が生蕃 虐殺される阿蓮庄山中の場など殊によく女子供の可厭がる銃砲を用ひないで十分に凄味を見せ其の場の幕切れに、一旦舞台 暗うし 活人画式に累々たる死体 上に寂しい月を照して静に幕を引くなどなかなか味を遣る▲川上の篠崎少尉 沈勇な青年と ふ心持をよく写し、タカマン蕃社で命令 守らぬ竜造寺軍曹を斬
つて生蕃に対する意気込みが非常にいゝ▲中野の竜造寺大尉は唯正直な地方の軍隊ばかりを経廻つてゐる将校などに能く見る型だ、但し酒精中毒のやう 聴取り難い白には閉口する（略）▲貞奴の大尉の妻秀子は男装 て裸馬に乗るばかりか仙吉にその馬の尻尾を掴んで引戻させ一鞭当てゝ舞台を駆込むという奇抜な所を見せるので観客は夢中になつて喝采する、そればかり 大概の俳優にも真似が出来まい▲福井の隘勇はカウチュンは上辷りはするが拙くはない」 （大阪朝日新聞七月五日号）
注
11　
 露国観光団は到る処大持てゞ、満足以て帰国の途に上ぼるさうだが、日本人歓迎術は其の実まだまだ下手だ 向ふでは日本の国歌を記憶し、キーミーガーと来ると直ぐに起立脱帽して敬意を表する、又神社仏閣に参つても必ず黙礼するやうに注意して居るのに、此方では歓迎員さへ露国国歌の譜 知らず 帝國座では大阪府の高等官まで、露国国歌の吹奏中平気で着座して居 たやうな事だ（大阪朝日新聞「天声人語」七月一四日号）
　
台北では国立台北芸術大学の林于竝氏にお世話になった。記して謝意を表したい。
なお、本稿の引用資料は、台湾国立国家図書館、早稲田大学演劇博物館、早稲田大学中央図書館、日本新聞ライブラリーの所蔵資料による。
